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Ｉ ミトコンドリア呼吸系膜タンパク質の化学構造の振動分光学

的研究 

Vibrational Spectroscopic Study on Mitochondrial Respiratory Protein Complexes 
 

小倉尚志・山口 悟・中島 聡・久保 稔 

Ogura, T., Yamaguchi, S., Nakashima, S., Kubo, S. 
 

 ミトコンドリア呼吸系膜タンパク質複合体の詳細構造を、主としてラマン分光法および赤外分光法によ

り分解能 1 pm 以上の精度で決定し、それを基に反応機構を解明する。チトクロム c 酸化酵素、複合体 I、
F1Fo-ATP 合成酵素などに加え、金属タンパク質のモデルとしての金属錯体が研究対象である。 

 

 

Ⅱ 超高精度赤外分光光度計の開発と酵素タンパク質の反応機構

解明への応用 

Development of Ultra-sensitive Infrared Spectrophotometer based on Femtosecond Light Source 
and Its Application to Enzyme Reactions 

 
小倉尚志・山口 悟・中島 聡・久保 稔 

Ogura, T., Yamaguchi, S., Nakashima, S., Kubo, S. 
 
 
 タンパク質の機能発現のしくみを明らかにするためには、活性中心に存在するアミノ酸残基の反応性を

明らかにし、その役割を解明する必要がある。この目的のためには、赤外分光法が有効である。しかし、

赤外領域では溶媒である水の吸収が極めて大きいため赤外分光法の酵素タンパク質への応用は限られて

きた。本研究課題では、フェムト秒レーザーを光源とする、あらゆるタンパク質水溶液に適用可能な超高

精度赤外分光光度計を開発し、酵素反応におけるアミノ酸残基の役割を明らかにして反応機構を解明する。

特に膜貫通型膜タンパク質によるイオン輸送のメカニズムの解明を目指す。 
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Ⅲ 固体 NMR 分光法による膜表在性蛋白質—生体膜複合体の構造

と機能の解析 

Structure and Function of Membrane-Binding Protein at the Lipid Bilayer Surface Studied by the 
Solid State NMR Spectroscopy 

 
辻 暁 
Tuzi, S. 

 
 細胞内情報伝達系などの重要な細胞機能に関わる蛋白質の多くは細胞膜表面に局在し、生体膜上で機能

しているが、膜との相互作用の様式、膜上における構造、膜面に対する配向など、脂質膜上における蛋白

質の構造的特徴は十分に明らかにされていない。脂質結合ドメインを主な対象として、固体 NMR 分光法

による脂質二重膜 − 蛋白質複合体の解析手法の開発と、生体膜表面における膜結合性蛋白質ドメインの

構造的特徴の解析を行う。 
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